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〔　教育長開会宣言　〕　

１
第 号

［説明］総務課
（非公開：会議の要旨）

総 務 課 主 査 新 海 佐 貴 子 課 長 補 佐 伊 藤 伸 二

傍 聴 人 ０

報 道 ０

55 山梨県教育委員会事務局及び山梨県教育委員会の所管に属する教育機関の職員の職
の設置に関する規則等の一部を改正する規則

企画調整主幹 白 須 慎 一 人 事 管 理 監 永 井 研 一
総務課政策企画監 武 井 俊 人 主 幹 ・ 管 理 主 事 小 澤 香 也
総務課課長補佐 前 島 宏 文 生 涯 学 習 課

特別支援教育・児童
生 徒 支 援 課 長 鷹 野 美 香 室 長 補 佐 加 藤 忠

生涯学習課長 成 島 仁 主 査 高 戸 恵
保健体育課長 金 井 哲 也 義 務 教 育 課

学校施設課長 古屋 ひとみ 主 査 渡 邊 勲
高校教育課長 高 見 澤 圭 一 副 主 査 矢 川 潤 美
義務教育課長 秋 山 克 也 教 育 企 画 室

理 事 藤 原 鉄 也
次長（総務課長） 河 野 公 紀
教育企画室長 望 月 勝 一 総 務 課
福利給与課長 田 草 川 耕 課 長 補 佐 石 原 竜

橋 本 幸 子

出 席 職 員 教 育 次 長 降 籏 友 宏
教 育 監 萩 原 章 司
教 育 監 市 川 敏 也

開 催 場 所

出 席 委 員 教 育 長 手 島 俊 樹
教育長職務代理者 岡 部 和 子
教育長職務代理者 松 坂 浩 志
委 員 長 澤 重 俊

第 17 回定例教育委員会 会議録

開 催 月 日 令和5年3月23日

開 催 時 間 午前 8 30 午前 9 30

【原案どおり決定】

議 案

会 議 要 旨

　小澤委員から都合により会議を欠席する旨の届け出があった。
　議案第５５号、第５６号、報告事項１１、１２は、いずれも人事あるいは個人情報に関する案
件である旨が教育長から発言され、出席委員全員が了承のうえ非公開とした。

　組織機構の再編等に伴う教育機関の職の改廃について、改正規則の概要の説明を受
け、全委員の賛同により原案どおり決定された。
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第 号 教育委員会所属長等の人事について
［説明］総務課

（非公開：会議の要旨）

第 号

［説明］総務課

第 号 山梨県教育庁行政文書管理規程の一部を改正する訓令
［説明］総務課

第 号 山梨県立学校処務規程の一部を改正する訓令
［説明］総務課

第 号

［説明］総務課

第 号 山梨県立図書館運営規則の一部を改正する規則
［説明］生涯学習課

２
県立学校事務長等の人事について
［説明］総務課

（非公開：会議の要旨）

指導が不適切な教員について

［説明］義務教育課・高校教育課

（非公開：会議の要旨）

３

［説明］教育企画室

【 了 知 】

その他報告
(24)

報 告 事 項
(11)

長 澤 委 員 平成１６年からの大変貴重な調査だと思うが、どんな風に活用していくの
か。

(12)

【 了 知 】

　指導が不適切な教員について、事案の説明があり、全委員の賛同により了知され
た。

令和４年度高校改革アンケート調査結果の概要について

57 山梨県教育委員会行政手続等における情報通信の技術の利用に関する規則の一部を
改正する規則

【原案どおり決定】

58

【原案どおり決定】

59

【原案どおり決定】

60 簡易な手続により提供することができる保有個人情報に関する個人情報取扱事務の
名称等

　人事異動について、事案の説明及び名簿の提示があり、全委員の賛同により了知
された。

　人事異動について、事案の説明及び名簿の提示があり、全委員の賛同により了知され
た。

【原案どおり決定】

61

【原案どおり決定】

56

【原案どおり決定】
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〔　教育長閉会宣言　〕　

以　　　上

長 澤 委 員

【 了 知 】

高校改革として、各学校の満足度がどの程度なのか等を踏まえて高校の統廃
合を検討する審議会があるが、その際に結果を示すということがございま
す。

アンケートの中で、これからの高校で重要なものとして、新たな価値を創造
し、社会におけるイノベーションを牽引できる人材を育む学習を行うことと
いうのが３４．７％となっているが、社会人からみてもおっしゃるとおりだ
なと思う。ポイントとして間違っていないと思うが、果たしてこれからどう
取り組まれていくのか。

望 月 室 長 来年度、教育基本振興計画の改定があるので、こういった要望も踏まえて計
画策定の基礎資料として検討していきたいと思っています。

教 育 長 これから、生徒数が減少していきます。当然、その先には高校の統廃合の問
題も出てきます。また、普通科の特色化も言われております。県全体の大き
な課題の１つとしてこのアンケート結果も取り上げながら、今後の学校のあ
り方に結びつけていければと思っております。

平成１６年からの大変貴重な調査だと思うが、どんな風に活用していくの
か。

望 月 室 長 生徒、保護者や先生にアンケートを採っており、また地域別の調査結果が出
るので、更に必要な調査をしたり、クロス集計をしたり、今後の入試制度改
革や、今後の高校改革の基礎資料として役立てていきます。

長 澤 委 員 これまでに、こう役立てたという具体的な例はあるか。

髙 戸 主 査
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